
南和広域医療企業団

今号の内容
1．命をつなぐ空の翼

～奈良県ドクターヘリ～

2．企業団１０周年の節目に

健康フェスティバル２０２５を開催
3．緊急援助隊近畿ブロック合同訓練に参加
4．おしりの悩みご相談ください

～ 南奈良総合医療センター外科外来 ～

5．命と向き合う覚悟を胸に
～ 南奈良看護専門学校で宣誓式 ～

⑥．へき地医療への尽力に
～へき地医療功労者表彰～

（表紙）健康フェスティバル
「ちびっこ白衣体験・ミニ看護体験」



～奈良県ドクターヘリ～

ドクターヘリには医師（フライトドクター）と看
護師（フライトナース）、操縦士と整備士の４名が
搭乗し、出動要請がかかると、現場に急行します。

ヘリは時速約２００㎞で飛行し、奈良県内を１５
分以内で到達できる迅速さが最大の強みです。

ドクターヘリはいち早く現場に医療チームを派遣
し、初期治療開始までの時間を大幅に短縮できると
ころが最大の利点です。ヘリで現場に到着した医師
や看護師が患者さんの状態を安定させ、そのまま適
切な高度医療機関に迅速に搬送することで、救命率
の向上や後遺障害の軽減等が期待できます。

突然襲われる急病や怪我。命をつなぐ
ために１秒を争う対応が求められる救急
医療において、重要な役割を担うドク
ターヘリ。南奈良総合医療センターには
奈良県が奈良県全域をカバーするドク
ターヘリが常駐し、「断らない救急」を
支えています。

初期治療までの時間を大幅に短縮

広域連携で救える命をさらに広く

奈良県は、大阪府、和歌山県、三重県との間に
ドクターヘリの相互応援協定を締結しており、奈
良県機が使えない時や同時多発
事故が発生して複数の機体が必
要な時などに県境を越えて出動
してもらうことが可能となって
います。これにより途切れるこ
とのない救急体制運用が可能と
なっているほか、災害時の広域
搬送体制強化など、県民の安心
と救命率向上につながっています。

最新鋭の医療機器を搭載する「空の救急室」

救急現場で傷病者の治療を行う
ドクターヘリには、限られた機内
スペースに選び抜かれた医療機器
や医療器具が装備され、医薬品も
搭載されています。

心拍数を測る心電図モニター、
脈拍や呼吸などを観察する生体情
報モニター、心停止し

た人の心臓を正常に戻す医療用除細動器、血圧計、
超音波検査装置（エコー）、血液中の酸素量を測る
パルスオキシメーターなどの医療機器のほか、各種
医薬品、酸素ボンベ、カテーテル、シリンジなどの
医療器具も搭載されています。

フライトDrに
聞きました

Q ：救急現場で大切にしてい
ることは何ですか？

Ａ：患者さんの状態安定化は
もちろんのこと、プライバシーへの配
慮であったり、多職種（看護師、消防
隊、救急隊など）とコミュニケーショ
ンをしっかり取り合うことを大事にし
ています。

南奈良総合医療センターに着陸するドクターヘリ

ドクターヘリの機内

Q ：ドクターヘリに搭乗してやり甲斐を感じ
ることは何ですか？

Ａ：早期治療介入の点において、ドクター
ヘリに勝るものはないと考えています。
搬送先病院の知り合いの先生から『あ
の人、良くなってますよ』という言葉
をいただいた時が、1番やりがいを感じ
る瞬間です。

奥田宏純医師



令和７年１１月１６日、南奈良総合医療
センターにおいて健康フェスティバル２０
２５が開催され、約１５００人のみなさん
で賑わいました。

今年は南和広域医療企業団１０周年にあ
たることから例年にも増して盛りだくさん
の内容となり、来場されたみなさんで、終
始会場は賑わっていました。

音楽ユニット「アルケミスト」によるロビーコンサート

ゆるキャラたちが大集合！

ドクターヘリ見学会

大人気の物産展

たくさんの働く車災害拠点病院ツアー

令和７年１０月２５日～２６日の２日間、奈良県
内各地で実施された「緊急消防援助隊近畿ブロック
合同訓練」に、南奈良総合医療センターより
DMAT（災害派遣医療チーム）２隊と南奈良看護
専門学校の学生が参加しました。

大雨による土砂災害と中央構造線断層帯を震源と
する大規模地震の同時発生を想定して行われたこの
訓練には、近畿各地から関係機関が集合し、災害復
旧や被災者救助、トリアージなど一連の流れを確認
しました。

被災者として救助される看護学生

訓練に臨むDMAT



南奈良総合医療センター 〒638-8551 吉野郡大淀町大字福神8番1 電話: 0747-54-5000

吉野病院 〒639-3114 吉野郡吉野町大字丹治130番地の1 電話: 0746-32-4321

五條病院 〒637-8511 五條市野原西5丁目2番59号 電話: 0747-22-1112

南奈良看護専門学校 〒638-8561 吉野郡大淀町大字福神7番地の1 電話: 0747-54-5061

南奈良訪問看護ステーション 〒638-8551 吉野郡大淀町大字福神8番1 電話: 0747-54-5078

はぴねすだより２９号 令和７年２月１日発行
南和広域医療企業団 〒638-8551 吉野郡大淀町大字福神8番1 電話：0747-54-5000 URL：http://nanwairyou.jp/

令和７年10月24日、南奈良看護専門学校にお
いて「宣誓式」が挙行されました。

宣誓式は入学後半年の学習を経験した上で、改
めて「看護師になる」という覚悟を誓う儀式です。
一人ひとりが、自身のめざす看護師像に向かって
学習を行うと強く心に誓いました。

宣誓者は、ナイチンゲールの看護の意思と灯を
受け継ぎ、「勇往邁進（恐れず、まっすぐに目標
へ向かって進む）」の精神で努力します。

命と向き合う覚悟を胸に
～南奈良看護専門学校で宣誓式～

令和７年９月１１日、南
奈良総合医療センターの明
石陽介へき地医療支援セン
ター長が「へき地医療貢献
者表彰」を受賞しました。

今回の受賞は長年にわた
るへき地医療への貢献に対
し全国自治体病院協議会か
ら贈られたものです。

南奈良総合医療センター 外科外来スタッフ

女性のみなさまへ

南和広域医療企業団

公式アカウント
コードをスキャン！
で友だち追加

企業団への

寄附制度が
できました

明石陽介センター長

へき地医療への尽力に
～ へき地医療貢献者表彰～

おしりのトラブル，相談しにくい…そんな女性の方はいませんか？
痔核(いぼ痔)・裂肛(きれ痔)・痔瘻(あな痔)などの肛門疾患は、多くの方が経験する身近な病気です
が、特に女性の方では、診察への不安や恥ずかしさから受診をためらう方も少なくありません。

当院には，大腸肛門病の専門資格を持つ女性医師が在籍し、女性特有の事情にも配慮し診療を
行っております。女性スタッフにも手伝ってもらい、安心してご相談いただける体制を整えていま
す。

少しでも気になる症状がありましたら、どうぞお気軽に外科外来までご相談ください。

～南奈良総合医療センター外科外来～

http://nanwairyou.jp/

